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• AI生成コンテンツのラベル表示

• ディープフェイク等の明示

• AI利用の開示

• 違反への制裁強化

透明性（Transparency）に関する義務 この規制の背景にある理念

• AIは人の置換えではなく、人の支援

• AIの判断は人間が監督・最終責任

• 企業は従業員を
AIと協働するパートナーとして位置付け

• AIの透明性・説明責任・信頼性を重視

Ｈｕｍａｎ-Centric AI （人間中心のAI）

AI活用に対する信頼、基準、品質管理に関する
人間の説明責任が問われる時代

AIを活用して価値を創出する主体

2026.08.02
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DXとは、「AIを導入する」ことではなく、組織マネジメント全体の再設計

仕事の流れ
そのものが変わる

AIを管理できる人材を
育てる教育

AIは「答え」ではなく
「仮説」を大量に生成

AIガバナンスという
新しい管理領域

Ex.シャドーAIリスク

AIを作る人から
AIをマネジメントする人

Mackinzey
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活用 Application-oriented

技術・方法論 TechnicalｰMethodological

社会・倫理 Socio-cultural

•データを読む ・データを集める・データを分析する・AIの結果を評価する・AIを責任をもって利用する ・AIの限界を理解する

AIを管理できる人材を
育てる教育
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初等中等教育（K–12）における機械学習教育― AI教育に向けた教育学的・技術的展望
（フィンランド）Google Teachable Machine

Model 
Training

Data
Export 
Model

Input

Output
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ドイツ
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オランダの教材

日本の教材
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2026年5月13日

高
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2026年7月30日
プログラミング教育にAI活用、コードを

書かせて検証
次期学習指導要領
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現行学習指導要領が目指す情報活用力

AI社会の幕開けと
統計・データサイエンス活用力の意義

AI? 知能？ 知識？ 最適な判断？ DBDM:DDDM

○学習指導要領で求められる統計教育
すべての校種とすべての科目で、

統計データを含む情報活用力を育成

○統計的思考（科学的探究）力の重要性
課題を捉え、問い：リサーチクエッション」を立て、

必要なデータを収集・分析し、その傾向を踏まえて
課題を解決し、提案に結び付ける （PPDACサイクル）

思考力・判断力・表現力

改訂の背景

子供たちが，社会で活躍す
る頃には，厳しい挑戦の時
代・・

絶え間ない技術革新社会構
造・雇用環境は大きく変化

人工知能（AI）の
飛躍的な進化・自ら知識を概
念的に理解し，思考し始めて
いるとも言われ，雇用の在り
方や学校において獲得する
知識の意味にも大きな変化

思考に目的を与え，目的の
よさ・正しさを判断できるの
は人間の最も大きな強み
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１．データ駆動型社会とデータサイエンス

２．データリテラシーと可視化

３．データアナリティクス事例１（スポーツ課題解決）

４．データアナリティクス事例２（地方行政課題解決）

5．データアナリティクス演習

（重回帰分析による予測・要因分析・残差分析）

自動運転・商品の自動レコメンド・AIによる自動診断・不動産テック・スリープテック・牛の発情期検出予測・
AI美空ひばり・スマートトイレ・野球サッカー等入場者予測による価格連動性・・全てがデータでつながる
Society 5.0の社会/驚異的な入試倍率となっているデータサイエンス系学部 ・：データサイエンス・AIの教
育を全大学・全学部で基礎～応用基礎(発展）実施・AI戦略2019による教育改革）

内容

U.S.News and World Report2021 統計statitician（全体6位、
ビジネス2位）,Data Scientist（全体8位、技術職2位）,
Forbs：Best Job in America2019 Data Scientist（1位)

産業の有り様を一変させ人間の働き方・暮らし方そのものを変革させた産業革命
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2018年6月総理大臣声明：第4次産業革命に突入、人材育成改革の政府方針
デジタル革命が急速に進展する中で、価値を生み出すデータや人材をめぐる熾烈な争奪戦が世界で繰

り広げられている。Society5.0に向かって、・・・本年を第四次産業革命元年とし、生産性革命の実現をあ

らゆる分野で推進（自動運転、ヘルスケア、デジタルガバメントなど）加えて、こうした社会変革を実現の基
盤となる、大胆な規制改革に挑戦するとともに、ＡＩ人材の育成を始めとした教育システムの改革、大学改
革などイノベーションを生み出すエコシステムづくりを進める。

平成元年

AI・テック革命への深刻な乗り遅れ

三菱UFJ,トヨタ自動車
８０～８５位
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認定大学 リテラシーレベル ６０９校 応用基礎 ３８８組織
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Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ
総合科学技術・イノベーション会議 ２０２２年６月２日

「総合知」が現存の社会全体を再設計： Science Technology Arts Engineering Mathematics 15第3回 JAQシンポジウム（2026年8月17日）



次期の指導要領改訂に向けた部会資料
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なぜ、いま、探究学習なのか？
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職場環境の劇的な変化が急速に進行中・・・AIと協働する時代
マッキンゼー による、必要となる職業

複数のAIエージェントを指揮する AIオーケストレーター

目的 ⇒ タスクの設計 ⇒ 指示・連携 ⇒ 進捗管理 ⇒ 統合・判断・責任 ⇒ 振返り（リフレクション）
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データ人材の変遷

【日本での対応】 2016年 文部科学省「数理・データサイエンス教育強化」拠点大学事業
2017年 滋賀大学日本初のデータサイエンス学部開設
2018年～ 全国でデータサイエンス学部・学科が拡大
2021年～ MDASH認定制度による全学的なデータサイエンス・AI教育へ
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データサイエンティスト IT起業からユーザー企業への就職

技術者と現場をつなぐ人材
という専門職能が成立
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次世代データ人材の中核コンピテンシー

分析力だけでなく、
ドメイン知識・品質保証・ガバナンス・協働設計
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人が毎回判断する

AIを監視し必要時に介入する 22第3回 JAQシンポジウム（2026年8月17日）
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